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衆
議
院
議
員
尾
辻
か
な
子
君
提
出
生
活
保
護
基
準
の
見
直
し
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

平
成
三
十
年
か
ら
段
階
的
に
実
施
す
る
予
定
の
生
活
保
護
基
準
の
見
直
し
（
以
下
「
平
成
三
十
年
見
直
し
」
と
い
う
。
）

の
案
の
決
定
に
当
た
っ
て
行
っ
た
生
活
扶
助
基
準
の
検
証
（
以
下
「
扶
助
基
準
検
証
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
は
、
あ
る
所

得
以
下
に
な
る
と
消
費
支
出
額
が
急
激
に
減
少
す
る
「
変
曲
点
」
の
消
費
水
準
が
最
低
限
度
の
生
活
を
維
持
す
る
こ
と
が
で

き
る
消
費
水
準
で
あ
る
等
の
考
え
方
の
下
、
夫
婦
子
一
人
世
帯
の
消
費
支
出
の
動
向
に
つ
い
て
検
証
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
①

当
該
「
変
曲
点
」
の
位
置
す
る
年
間
収
入
階
級
の
当
該
世
帯
の
消
費
支
出
額
が
年
間
収
入
階
級
第
一
・
十
分
位
の
当
該
世
帯

（
以
下
「
第
一
・
十
分
位
世
帯
」
と
い
う
。
）
の
消
費
支
出
額
と
同
程
度
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
②
家
計
に
占
め
る
変
動

的
経
費
と
固
定
的
経
費
の
割
合
が
急
激
に
変
化
す
る
消
費
支
出
階
級
の
夫
婦
子
一
人
世
帯
の
消
費
支
出
額
に
つ
い
て
も
第
一

・
十
分
位
世
帯
の
消
費
支
出
額
と
同
程
度
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
生
活
扶
助
基
準
額
の
算
定
の
際
に
用
い
る
御
指
摘
の
「
比

較
対
象
」
に
つ
い
て
は
、
第
一
・
十
分
位
世
帯
の
消
費
支
出
額
が
妥
当
で
あ
る
と
判
断
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、

お
尋
ね
の
「
「
必
需
的
な
耐
久
消
費
財
の
普
及
状
況
」
や
「
必
需
的
な
消
費
品
目
の
購
入
頻
度
」
が
平
均
的
世
帯
と
比
較
し

て
遜
色
な
い
か
ど
う
か
」
に
つ
い
て
は
、
当
該
扶
助
基
準
検
証
に
お
い
て
当
該
「
変
曲
点
」
に
係
る
検
証
等
を
行
っ
た
こ
と

一



か
ら
、
検
証
し
な
い
こ
と
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二
の
前
段
に
つ
い
て

お
尋
ね
は
、
世
帯
人
員
の
増
加
に
伴
う
生
活
扶
助
基
準
額
の
増
加
の
逓
減
率
を
示
す
指
数
の
算
出
方
法
に
関
す
る
も
の
と

考
え
る
が
、
①
前
回
の
平
成
二
十
四
年
の
扶
助
基
準
検
証
で
も
御
指
摘
の
「
実
デ
ー
タ
に
よ
る
方
法
」
を
用
い
て
当
該
指
数

を
算
出
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
②
「
実
デ
ー
タ
に
よ
る
方
法
」
に
よ
り
算
出
さ
れ
た
当
該
指
数
を
用
い
て
算
定
さ
れ
た
生

活
扶
助
基
準
額
が
、
高
齢
夫
婦
世
帯
に
お
け
る
家
計
に
占
め
る
変
動
的
経
費
と
固
定
的
経
費
の
割
合
が
大
き
く
変
化
す
る
際

の
消
費
支
出
額
に
近
い
と
確
認
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
三
十
年
見
直
し
で
は
「
実
デ
ー
タ
に
よ
る
方
法
」
を
採
用
す
る
こ

と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

二
の
後
段
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
生
活
保
護
基
準
部
会
報
告
書
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
た
デ
メ
リ
ッ
ト
」
及
び
「
手
当
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が

必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
平
成
三
十
年
見
直
し
に
当
た
っ
て
は
、
生
活
扶
助
基
準
額
の
減
額
の
割
合
を
五
パ
ー
セ
ン

ト
以
内
に
抑
制
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

三
に
つ
い
て

二



御
指
摘
の
「
水
準
均
衡
方
式
」
と
は
、
一
般
国
民
の
消
費
水
準
と
の
均
衡
を
図
る
観
点
か
ら
生
活
扶
助
基
準
の
水
準
を
調

整
す
る
方
式
の
こ
と
で
あ
り
、
御
指
摘
の
「
平
均
的
世
帯
の
消
費
水
準
の
六
乃
至
七
割
で
生
活
保
護
基
準
の
均
衡
を
図
ろ
う
」

と
す
る
も
の
で
は
な
い
。

四
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
年
間
収
入
階
級
第
三
・
五
分
位
の
消
費
支
出
額
に
占
め
る
生
活
扶
助
基
準
額
の
比
率
が
世
帯
類
型
ご
と
に
異
な

る
理
由
に
つ
い
て
は
、
分
析
し
て
い
な
い
。
な
お
、
御
指
摘
の
「
算
出
さ
れ
た
指
数
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明

ら
か
で
は
な
い
が
、
全
国
消
費
実
態
調
査
に
よ
り
把
握
さ
れ
た
年
齢
、
世
帯
人
員
数
及
び
地
域
別
の
消
費
支
出
額
を
基
に
、

有
識
者
の
意
見
を
踏
ま
え
て
、
適
切
に
生
活
扶
助
基
準
額
を
算
定
し
て
い
る
。

五
に
つ
い
て

平
成
三
十
年
見
直
し
に
お
い
て
は
、
平
成
二
十
六
年
の
全
国
消
費
実
態
調
査
に
よ
り
把
握
さ
れ
た
一
般
低
所
得
世
帯
の
消

費
支
出
額
を
用
い
て
生
活
扶
助
基
準
額
を
算
定
し
て
お
り
、
物
価
の
変
動
に
つ
い
て
は
、
当
該
消
費
支
出
額
に
反
映
さ
れ
て

い
る
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
お
尋
ね
の
「
平
成
二
十
三
年
か
ら
平
成
二
十
六
年
に
か
け
て
の
「
生
活
扶
助
相
当
Ｃ
Ｐ
Ｉ
」

の
変
化
率
の
試
算
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
平
成
二
十
九
年
十
一
月
三
十
日
の
社
会
保
障
審
議
会
生

三



活
保
護
基
準
部
会
資
料
に
お
い
て
、
平
成
二
十
七
年
度
の
「
生
活
扶
助
相
当
Ｃ
Ｐ
Ｉ
」
を
百
・
一
と
し
た
場
合
に
お
け
る
平

成
二
十
三
年
度
の
「
生
活
扶
助
相
当
Ｃ
Ｐ
Ｉ
」
は
九
十
五
・
一
、
平
成
二
十
六
年
度
の
「
生
活
扶
助
相
当
Ｃ
Ｐ
Ｉ
」
は
九
十

九
・
二
と
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

四


